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ユーザビリティ・ソリューション研究開発
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■研究開発の背景

■成果・事業化

■研究開発の推進体制

●広域的に利用されるICTソリューションのユーザビリティ（使いやすさ）について、コン

セプト構築か　ら要求仕様定義、そして、ユーザインタフェース仕様設計までの開発上流

のプロセスを統合的に　支援する技術基盤を構築する。

●ICTソリューションのプロトタイプをユーザビリティの観点から効果的、効率的に評価

するシステム　を開発する。

●情報コミュニケーションにおけるユーザビリティ・デザインの実装に関して研究開発を

行う。

　　次のサブ研究プロジェクトによって構成される。

　　� ユーザ調査研究

　　� 要求分析研究

　　� ユーザインタフェース設計研究

　　� ユーザビリティ評価研究

　　� 人間中心設計（HCD）プロセス研究　

■研究目的 ●「ものづくりプラットフォーム」の中のユーザビリティ評価に使用するシステム（仕組

みや手法、環　境）の構築に向けた研究開発を行う。

●ユーザビリティの評価研究、評価手法分析等の活動を元に具体的なユーザビリティ・ソ

リューショ　ンを開発し、実適用を図る。
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IT散水栓 加圧脈波計

マイクロシナリオデータ分析システム ユーザビリティ評価実験ロギングシステム

　寒冷地において、屋外に設置されている散水栓の水

抜き作業を自動化するため、温度センサーと電子弁を

連携させることにより、水抜き作業の忘れによる凍結

を防止することが可能となった。

ユーザビリティ・ラボ

　複数のテキストデ

ータの記載内容を分

析し、要点を把握する

には、従来は事前に多

数のキーワードを定

義しておく必要があ

り、的確な分析結果を

得るには不十分であ

ったが、言葉の関連性

や類似性に応じて分

析し、評価するための

アルゴリズムを考案

し、短時間で的確な分

析結果を得ることが

　基盤研究と応用研究が連携し、要求仕様～機能設計

～意匠設計～試作品製作まで、一貫した体制で製品開

発を行った。

【評価の視点】

� 持ち運び可能な大きさ

� わかりやすい液晶表示

� 安心感のある指挿入部のデザイン

� 使い勝手の良さ

� 理解しやすいマニュアル

　　　　　　　　　…等

　映像と音声で記録された情報と映像・音声の内容を

文書化した情報とを同期させるには、従来は煩雑な手

順をとらなければならなかったが、映像と音声で記録

された情報と映像・音声の内容を文書化した情報との

同期性を確保するためのアルゴリズムを考案し、簡易

な手順で同期させることが可能となった。

　ユーザビリティ（使いやすさ）を評価する施設。実際の

ユーザの使い方を想定したテストができる。ラボを通じ

たテストによって、利用上の問題点を明確にできる。一般

的には、このような問題は、通常の開発プロセスでは発見

することが難しい。現在までに、多くのシステムを評価し

た実績がある。

【評価事例】

・IT 散水栓　　　　　 ・加圧脈波計

・Windows 対応USB デジタル通話録音システム（マイ・ロガー）
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ビデオキャプチャ1

ダウンコンバーター

4画面分割機

HDDレコーダー

天井カメラ

天井カメラ

ビデオキャプチャ2

ビデオキャプチャ3

ビデオキャプチャ4
PCモニタ

CCDカメラ

PCモニタ

PCへ録画

ユーザビリティテスト後の分析支援

ユーザビリティ評価レポート

・サムネールをトリガーとして、タスク

映　像が保存されている。

・画像は、最大8方向の精細データが時間

　が同期されて残っている。

フィールドデータの取得

マイクロシナリオツール

基本情報の記述

問題点の発見

問題マイクロシナリオの記述

問題点を集約

解決案の検討

解決マイクロシナリオの記述

適切なsMSを選択

（Obatain Field Data）

（Descube Ground Information）

（Detect Problems）

（Descnbe Probrem Micro Scenario）

（Summarize Problems）

（Consider Slobrtions）

（Descnbe Solution Micro Scenario）

（Select Optimal sMS）
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